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	主題名
	じょうほうの正しさ
	内容項目
	A 善悪の判断，自律，自由と責任

	教材名
	うわさ話・つらい気もち
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	この教材を通して，時，場，相手など具体的な条件を踏まえ，ものごとを多面的に捉えながら，何が正しくて何が正しくないのかを判断して行動できる力を育てるため。

	ねらい
	いろいろな状況を踏まえて，自ら善悪を判断し，行動しようとする。
【理解，判断力】いろいろな状況を踏まえ，深く考えることで，正しいことが判断できると分かる。
【心情】ものごとをよく考えないで信じることで，相手も自分も嫌な気持ちや後で悔いる思いをすることに共感したか。
【実践意欲と態度】いろいろな状況を踏まえて考え，自ら正しいことを判断し，行動しようとする。

	学習指導過程
	・「うわさ話」について考える。
・「うわさ話・つらい気もち」を読み，正しいことを判断するために大切なことを考える。
　★ものごとをよく考えないで信じることで，相手も自分も嫌な気持ちになることに共感したか。
・人の話やニュースを聞いたときに大切なことを話し合う。
　★いろいろな状況を踏まえ，自分で正しいことを判断し，行動しようと思えたか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●日常生活
・朝の会で日直による一分間スピーチなどでニュースを取り上げ，お互いの感想を交流できる場を設ける。
●道徳の授業
・「うわさ話・つらい気もち」を読んで，正しいことを判断するために大切なことを考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●学級活動
・ニュースを見たり聞いたりして，自分がどのように判断したかを交流させる。

	備考
	


